
生涯学習ダイジェスト 
 
講師：大野暢亮，受講生 1 名 
 
13:00-14:30：「CAVE 装置とデータ可視化」於 神戸情報科学キャンパス 3F 実習室 1 
パワーポイントにより、CAVE 装置のハードウェア概要、数値データの可視化への応用、

またグラフィックスワークステーションへのリモート接続によるプログラム開発方法など

を講義した。 
 
14:40-16:10：「CAVE プログラミング」於 神戸情報科学キャンパス 4F 可視化装置室 

当初の予定では、3 限に引き続き実習室 1 でリモート接続を利用して演習を行う予定であ

ったが、受講生が 1 名であったので、CAVE 装置が設置されている 4F 可視化装置室で演習

を行った。 
Glut と呼ばれる一般の 3D グラフィックスライブラリと CAVE 装置表示用ライブラリ

CAVELib のプログラミング手法の類似点と相違点を説明した。また、CAVE 装置特有の機

能の GUI やトラッキングデータの使用方法も説明した。演習には事前に用意したサンプル

プログラムを実際次実行してもらいつつ進めた。 
 
16:20-17:50：「CAVE 装置によるデータ可視化」於 神戸情報科学キャンパス 4F 可視化装

置室 
 4 限に引き続き可視化装置室で演習を行った。4 限に得た知識をもとに、ベクトル場を

CAVE 装置で対話的に可視化する簡単なサンプルプログラムを利用した。また、CAVE 装

置と応用や国内の状況について、受講生と議論をした。 
 
備考 
受講生は 1 名だったが、1 対 1 の講義・演習のため、随時質問を受け付けることができ、逆

に受講者の満足度は高かったのではないかと思う。 


